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●  日  時 平成２９年６月１７日（土） 10時30分～12時00分  

●  会  場 静岡県地震防災センター （静岡市葵区駒形通５丁目９-１） 

 

テーマ 『まちの再建へのながいみちのり  
～東日本大震災と熊本地震～』 

 
講 師 常葉大学附属社会災害研究センター 池田 浩敬 教授 
 

（講演概要） 

６年前に発生した東日本大震災や昨年４月の熊本地震では、多くの人々の“すまい”が被災し“まち”全

体も大きな被害を受けました。被災地・被災者の復興過程において“すまい”や“まち”の再建は必要不可

欠ですが、その道程は決して平坦ではありません。 

次の災害に備えるためにも、２つの災害事例から、“すまい”や“まち”の再建についての教訓を学んで行

きたいと思います。 

 

                            

 

 

 

                           （左 ：池田 浩敬 教授） 

                           （左下：常葉大学大学院環境防災研究科 

                               修士２年 馬場 拓也さん） 

                           （右下：常葉大学大学院環境防災研究科 

                               修士２年 安藤 裕さん） 

 



6 年前に発生した東日本大震災や昨年 4 月の熊本地震では、多くの人々の“すまい”が被災し”

まち”全体も大きな被害を受けました。被災地・被災者の復興過程において“すまい”や”まち”

の再建は必要不可欠ですが、その道程は決して平坦ではありません。講演では、2 つの災害事例

に基づき、“すまい”や”まち”の再建の教訓について、3 人の講師から話がありました。 
 

常葉大学大学院環境防災研究科修士 2 年の馬場拓矢さんからは、「地震被害を受けた高齢世帯

の住宅修復プロセスの実例-熊本地震における上益城郡益城町の事例を基に-」というテーマで話

がありました。 
 熊本地震で被災した住宅に居住する高齢者世帯に対して実施したヒアリング調査を基に、住宅

修復及びリフォームの事例を具体的な被害、活用制度、費用面にわけて紹介して頂きました。こ

れらの事例ではいずれの世帯も自力で”住み慣れた我が家”を修復し”住み慣れた地域”に継続

して居住することを選択していること、修繕費用の調達、支援制度の利用、施工業者の確保、身

体の不調、ご近所との関係性、今後のライフスタイルの変化など検討事項は多岐に渡り、日常で

は考えられないほどの多くの負担がのしかかる中様々な判断を下し悩みつつ再建の道を歩んでい

ることなどが報告されました。 
同じく修士 2 年の安藤裕さんからは、「津波災害からの住宅再建過程について-岩手県三陸沿岸

部での調査を基に-」というテーマで話がありました。 
岩手県三陸沿岸部のある地区において、東北地方太平洋沖地震による津波で自宅を失った世帯

が新たに住宅を確保するまでの過程について聞き取り調査を行い、各世帯の再建形態を公営住宅

への入居、高台への集団移転への参加、自力で土地補確保しての住宅再建、親族の借家への入居

の 4 種に分類し、それぞれの世帯が現在の再建形態を選択した理由には心情的なもの、金銭的な

ものなど様々な要因が存在するが、地震保険の加入していた世帯や、子や孫と同居している世帯

は住宅を再建する傾向にあったこと、公営住宅や集団移転先への入居には震災から 4 年近く待つ

こととなったこと、自力で土地を確保できた世帯の中には 1 年で自力再建をした世帯も存在した

ことなどが報告された。 
最後に、常葉大学社会災害センター教授の池田浩敬さんからは、「復興まちづくりへの住民参加

と地域の復興を支える人材育成支援のためのワークショップの試み」と題して話をして頂きまし

た。 
東日本大震災のような巨大災害の時には、復興に当たり行政が全ての被災地区に手厚く手を差

し伸べることが困難になりため、復興まちづくりに関する専門知識を有し、行政と地域住民との

間に立って、行政が提案する計画案を住民に分かりやすく噛み砕いて説明したり、住民の要望を

計画に盛り込むための具体案と道筋を行政に提案するなど、両者の橋渡し役としての「中間支援

組織」が重要であり、講師らが実際に支援を行った岩手県大船渡市の綾里地区の事例に基づき、

計画策定過程での住民参加の重要性、住民合意形成の困難さと大切さなどについて報告がありま

した。また、同じ綾里地区にある中学生を対象に、地域の復興を支える人材育成支援のためのワ

ークショップを実施し、自分達の人生を考える中で“ふるさと綾里”とどう関わっていくのか、

自分達が将来得られるであろう人的ネットワークや能力といった”人生の資産“を活用し、“ふる

さと綾里”のために何ができるのかを考えてもらうとともに、地元出身の人生の先輩方への聞き

取り調査に基づき先人達の”実人生”の中から、自分達にとって最も参考になり目指したいと思

える『人生』をみんなで見つけ出していくワークショップであること、震災 3 年目から継続して

実施し今年で 4 回目であることなどが報告されました。 
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